
ジ
ャ
ン
ボ
機
登
場

海外渡航自由化50年特別企画海外渡航自由化50年特別企画海外渡航自由化50年特別企画

海外旅行の歩みとこれから海外旅行の歩みとこれから

　
渡
航
自
由
化
か
ら
6
年
後
の
1
9
7
0
年
、太
平
洋
線
を
皮
切
り
に
ボ
ー
イ
ン
グ
7
4
7
型
機

（
ジ
ャ
ン
ボ
機
）が
登
場
。従
来
の
常
識
を
打
ち
破
る
ス
ケ
ー
ル
と
座
席
数
を
持
つ
大
型
機
材
は
、バ

ル
ク
運
賃
の
誕
生
を
促
す
と
同
時
に
、旅
行
会
社
に
商
品
の
大
量
販
売
を
行
う
ホ
ー
ル
セ
ー
ラ
ー

と
い
う
新
た
な
役
割
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、1
9
7
0
年
代
末
に
解
禁
さ
れ
た

Ｉ
Ｔ
Ｃ（
包
括
旅
行
チ
ャ
ー
タ
ー
）は
、地
方
に
お
け
る
新
た
な
海
外
旅
行
需
要
の
創
出
に
弾
み
を

つ
け
る
も
の
で
し
た
。

第
２
回
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バ
ル
ク
運
賃
で
海
外
旅
行
需
要

が
急
成
長

　
1
9
7
0
年
3
月
11
日
、
パ
ン
ア
メ
リ
カ
ン

航
空
の
ボ
ー
イ
ン
グ
7
4
7
型
機
「
ク
リ
ッ

パ
ー
・
キ
ッ
ト
カ
ー
ス
ン
号
」
が
、
同
型
機
に

よ
る
定
期
便
1
番
機
と
し
て
東
京
国
際
空
港

（
羽
田
空
港
）
に
飛
来
し
、
日
本
の
海
外
旅
行

市
場
で
も
「
ジ
ャ
ン
ボ
時
代
」
が
幕
を
開
け
ま

し
た
。

　
そ
の
約
3
カ
月
後
の
同
年
7
月
1
日
に
は
、

日
本
航
空
と
ノ
ー
ス
ウ
エ
ス
ト
航
空
も
太
平
洋

線
の
定
期
便
と
し
て
ボ
ー
イ
ン
グ
7
4
7
型
機

の
運
航
を
開
始
。
ジ
ャ
ン
ボ
機
の
就
航
に
伴

い
、
団
体
割
引
の
「
バ
ル
ク
運
賃
」
導
入
に

よ
っ
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
商
品
な
ど
の
低
廉

化
が
進
み
、
海
外
旅
行
需
要
も
飛
躍
的
に
拡
大

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
松
橋
功
J
T
B
相
談
役
は
、
「
1
9
7
0
年

代
前
半
に
お
け
る
海
外
旅
行
市
場
の
急
成
長
に

と
っ
て
、
バ
ル
ク
運
賃
が
果
た
し
た
役
割
は
測

り
知
れ
な
い
」
と
、
当
時
を
振
り
返
っ
て
い
ま

す
。

　
そ
れ
ま
で
の
平
均
的
な
機
材
の
3
倍
近
い
座

席
数
を
持
つ
ボ
ー
イ
ン
グ
7
4
7
型
機
が
就
航

す
る
前
年
の
1
9
6
9
年
、
最
低
40
人
を
単
位

に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
さ
れ
た
旅
行
に
限
り
、
個
人
普

通
運
賃
の
60
％
と
い
う
従
来
で
は
考
え
ら
れ
な

か
っ
た
よ
う
な
大
幅
な
割
引
を
実
現
す
る
バ
ル

ク
運
賃
が
誕
生
。
代
理
店
販
売
手
数
料
を
伴
わ

な
い
買
い
取
り
制
の
運
賃
を
ベ
ー
ス
に
、
旅
行

会
社
は
現
地
の
宿
泊
や
交
通
機
関
、
観
光
な
ど

を
組
み
込
ん
で
旅
行
商
品
を
造
成
、
販
売
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で
の
特
定
少

数
を
対
象
と
す
る
航
空
券
の
代
理
販
売
業
と
い

う
枠
を
超
え
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
と
い
う
商

品
を
、
リ
テ
ー
ラ
ー
を
通
じ
て
不
特
定
多
数
の

消
費
者
に
大
量
販
売
す
る
ホ
ー
ル
セ
ー
ラ
ー
と

し
て
の
機
能
を
、
旅
行
会
社
が
担
う
時
代
の
始

ま
り
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
60
万
円
台
だ
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
品
が
半
額

の
30
万
円
台
に
、
30
万
円
台
だ
っ
た
ハ
ワ
イ
商

品
で
は
、
最
大
7
割
近
い
価
格
の
引
き
下
げ
も

行
わ
れ
、
バ
ル
ク
運
賃
の
導
入
は
、
70
年
代
初

め
に
お
け
る
海
外
旅
行
ブ
ー
ム
を
生
み
出
す
原

動
力
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

1
9
6
9
年
に
49
万
2
8
8
0
人
だ
っ

た
海
外
旅
行
者
数
は
、
1
9
7
0
年
に

前
年
比
34
・
6
％
増
の
66
万
3
4
6
7

人
、
1
9
7
1
年
に
同
44
・
9
％
増
の

96
万
1
1
3
5
人
、
1
9
7
2
年
に
も
同
44
・

8
％
増
の
1
3
9
万
2
0
4
5
人
に
達
し

て
一
気
に
1
0
0
万
人
の
大
台
を
突
破
。
さ

ら
に
、
1
9
7
3
年
に
は
同
64
・
4
％
増
の

2
2
8
万
8
9
6
6
人
と
い
う
驚
異
的
な
伸
び

率
を
示
し
、
1
0
0
万
人
台
達
成
の
翌
年
に

あ
っ
さ
り
と
2
0
0
万
人
台
を
ク
リ
ア
す
る
と

い
う
勢
い
を
み
せ
ま
し
た
。

　
日
本
の
海
外
旅
行
市
場
は
1
9
6
9
年
か
ら

1
9
7
3
年
ま
で
の
4
年
間
で
、
4
倍
以
上
に

も
拡
大
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
海
外
旅
行
自
由
化
の
翌
1
9
6
5
年

に
62
社
だ
っ
た
一
般
旅
行
業
者
数
も
、
需
要
の

増
大
に
対
応
し
て
1
9
7
3
年
に
は
1
8
8
社

ま
で
増
加
し
て
お
り
、
旅
行
業
界
全
体
で
市
場

の
拡
大
を
支
え
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。

国
際
線
で
毎
年
５
〜
６
路
線
を

新
規
に
開
設

　

日
本
航
空
が
太
平
洋
線
で
ボ
ー
イ
ン
グ

7
4
7
型
機
の
運
航
を
開
始
し
た
1
9
7
0
年

7
月
当
時
、
同
航
空
の
経
営
企
画
部
（
後
に
経

営
管
理
部
）
で
路
線
や
便
数
な
ど
の
計
画
立
案

を
行
っ
て
い
た
同
航
空
元
代
表
取
締
役
専
務
の

須
藤
晨
三
氏
に
よ
る
と
、
同
航
空
は
1
9
7
0

年
か
ら
の
3
年
間
で
同
型
機
を
11
機
導
入
し

て
、
爆
発
的
な
増
加
を
続
け
る
航
空
旅
客
需
要

に
対
応
し
た
と
い
い
ま
す
。

　

「
需
要
の
伸
び
が
一
番
盛
ん
だ
っ
た

1
9
7
0
年
代
初
め
の
頃
は
、
座
席
供
給
が
な

か
な
か
追
い
つ
か
な
い
状
況
だ
っ
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。
経
営
的
に
は
、
航
空
会
社
に
よ
る

機
材
導
入
は
、
航
空
機
を
購
入
し
て
減
価
償
却

が
あ
る
程
度
終
わ
り
、
利
益
が
出
始
め
て
か
ら

次
の
新
機
種
が
出
て
く
る
と
い
う
の
が
理
想
的

な
サ
イ
ク
ル
で
す
け
れ
ど
も
、
軍
需
が
一
段
落

し
て
民
間
機
に
活
用
で
き
る
技
術
を
積
み
上
げ

て
き
て
い
る
航
空
機
メ
ー
カ
ー
の
方
は
、
ど
ん

ど
ん
新
機
種
を
製
造
し
て
い
た
時
代
で
し
た
。

た
だ
、
ジ
ャ
ン
ボ
機
に
は
注
文
が
殺
到
し
た
た

め
、
航
空
会
社
の
間
で
奪
い
合
い
に
な
っ
て
、

順
番
待
ち
と
い
う
事
態
に
な
っ
て
い
ま
し
た
」

（
須
藤
氏
）

　
日
本
へ
の
就
航
当
時
、
そ
の
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
さ
は
利
用
者
を
圧
倒
し
、
搭
乗
客
が
機
内
で

写
真
を
撮
り
歩
き
、
収
拾
が
つ
か
な
く
な
る
こ

と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
1
9
7
0
年
7
月
1
日
に
日
本
航
空
の
ジ
ャ

ン
ボ
一
番
機
で
羽
田
空
港
か
ら
ハ
ワ
イ
に
向

か
っ
た
ツ
ア
ー
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
は
「
私
も
内
部

の
広
さ
に
圧
倒
さ
れ
た
」
と
振
り
返
り
、
次
の

②ハワイ州をドライブする際の説明で、誤っているものはどれか？
　a　安全を確認したら、基本的に赤信号でも右折可能。　b　日本と逆の右側通行である。　c　一方通行道路はない。　d　スクールバスの赤ランプ点灯中は、追い越し不可。

「バルク運賃が果たした役割は測り知れない」と
語る松橋 JTB相談役

「ジャンボ機は航空会社の間で奪い合いだった」
と語る日本航空の須藤元専務
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よ
う
に
述
懐
し
て
い
ま
す
。

　
「
乗
り
込
ん
だ
お
客
様
は
、
サ
ッ
と
席
に
つ

く
と
こ
ろ
だ
が
、
機
内
の
写
真
を
撮
り
ま
く
っ

て
い
て
、
な
か
な
か
席
に
は
つ
い
て
い
た
だ
け

な
い
。
機
内
は
ご
っ
た
が
え
し
て
い
た
。
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
外
し
て
も
い
い
と
い
う
サ
イ
ン
が

で
る
と
、
ま
た
も
や
お
客
様
の
『
機
内
探
検
』

が
始
ま
る
」
（
『
J
A
L
P
A
K
グ
ラ
フ
ィ

テ
ィ
25
』
）

　
ボ
ー
イ
ン
グ
7
4
7
型
機
は
開
発
期
間
が
異

例
の
短
さ
だ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
信
頼
性
も

高
く
経
済
性
で
も
優
れ
た
最
新
鋭
の
機
材
で
、

新
し
く
開
発
さ
れ
た
大
口
径
タ
ー
ボ
フ
ァ
ン
・

ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
で
騒
音
と
航
続
距
離
の
問

題
を
同
時
に
解
決
し
ま
し
た
。
40
年
以
上
に
わ

た
っ
て
同
型
機
の
シ
リ
ー
ズ
が
世
界
の
主
要
航

空
会
社
に
よ
っ
て
使
わ
れ
続
け
て
き
て
い
る
と

い
う
事
実
は
、
ジ
ャ
ン
ボ
機
が
航
空
史
上
に
残

る
名
機
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
ま
す
。

　

1
9
7
3
年
ま
で
30
％
台
か
ら
60
％
台
ま

で
の
高
い
伸
び
を
維
持
し
た
海
外
旅
行
者
数

も
、
1
9
7
4
年
に
は
前
年
比
2
％
増
の

2
3
3
万
5
5
3
0
人
に
と
ど
ま
り
、
渡
航
自

由
化
以
来
20
％
台
以
上
の
成
長
を
続
け
て
き
た

海
外
旅
行
市
場
は
、
突
然
、
失
速
す
る
形
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
1
9
7
3
年
秋
の
オ
イ
ル
・

シ
ョ
ッ
ク
に
端
を
発
し
た
世
界
的
な
景
気
後
退

が
1
9
7
4
年
に
深
刻
さ
を
増
し
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
、
航
空
業
界
は
、
需
要
の
減
退
と
燃

油
コ
ス
ト
の
高
騰
と
い
う
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
に
見

舞
わ
れ
る
事
態
に
陥
っ
た
の
で
す
。

　
「
1
9
7
0
年
代
前
半
に
は
毎
年
、
国
際
線

で
は
5
〜
6
路
線
を
新
規
開
設
し
、
多
い
時
に

は
10
路
線
と
い
う
年
も
あ
り
、
路
線
を
張
っ
て

便
数
を
飛
ば
せ
ば
需
要
が
つ
い
て
く
る
と
い
う

展
開
で
し
た
が
、
状
況
は
一
変
し
て
し
ま
い
、

大
量
輸
送
・
大
量
販
売
と
い
う
手
法
は
、
オ
イ

ル
・
シ
ョ
ッ
ク
を
機
に
大
き
く
軌
道
修
正
を
迫

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」
（
須
藤
氏
）

地
方
で
の
海
外
旅
行
市
場
の
開

発
に
布
石

　

成
田
空
港
が
開
港
し
た
1
9
7
8
年
は
、

I
T
C
（
包
括
旅
行
チ
ャ
ー
タ
ー
）
が
解
禁
さ

れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

前
年
の
1
9
7
7
年
か
ら
運
輸
省
と
航
空

会
社
、
J
A
T
A
の
間
で
検
討
さ
れ
て
い
た

新
チ
ャ
ー
タ
ー
制
度
案
を
め
ぐ
る
議
論
は
、

I
T
C
導
入
を
内
容
と
す
る
航
空
局
長
通
達
で

決
着
し
、
発
着
枠
の
制
限
な
ど
で
成
田
空
港
と

大
阪
空
港
を
除
く
地
方
空
港
か
ら
の
I
T
C
が

認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
そ
れ
ま
で
の
チ
ャ
ー
タ
ー
制
度
で
は
、
「
オ

ウ
ン
ユ
ー
ス
」
と
「
ア
フ
ィ
ニ
テ
ィ
」
と
い
う

2
つ
の
形
態
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

I
T
C
の
解
禁
は
、
チ
ャ
ー
タ
ー
制
度
が
有
名

無
実
化
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
市
場
の
成
長

に
伴
う
規
制
緩
和
を
求
め
る
声
な
ど
を
反
映
す

る
も
の
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
1
9
7
7
年
9
月
か
ら
1
9
7
9
年
9
月
ま

で
日
本
航
空
の
国
際
旅
客
本
部
で
チ
ャ
ー
タ
ー

課
長
を
務
め
て
い
た
須
藤
氏
は
、
「
チ
ャ
ー

タ
ー
担
当
部
署
と
し
て
は
、
東
京
と
大
阪
に
国

際
線
が
集
中
す
る
状
態
で
は
輸
送
力
の
拡
大
に

制
約
が
あ
っ
た
た
め
、
地
方
で
も
国
際
線
を
開

発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
」
と

語
り
、
チ
ャ
ー
タ
ー
を
ベ
ー
ス
に
し
た
地
方
発

着
国
際
定
期
路
線
の
実
現
を
視
野
に
入
れ
て
い

た
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

「
地
方
発
の
チ
ャ
ー
タ
ー
を
企
画
す
る
前

に
、
各
空
港
を
回
っ
て
自
治
体
の
関
係
者
な
ど

と
話
を
す
る
と
、
地
元
で
も
国
際
化
を
検
討
し

て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
容
量
が
逼
迫
し
て
い

る
幹
線
空
港
に
代
わ
っ
て
地
方
空
港
を
活
用
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
る
と
感
じ
ま
し
た
」
（
須
藤

氏
）

　

日
本
航
空
は
I
T
C
が
解
禁
さ
れ
た
翌

1
9
7
9
年
に
は
上
期
だ
け
で
、
札
幌
か
ら
59

便
、
新
潟
か
ら
23
便
、
小
松
か
ら
69
便
、
長
崎

か
ら
45
便
、
熊
本
か
ら
44
便
、
鹿
児
島
か
ら
31

便
の
I
T
C
を
、
韓
国
や
ハ
ワ
イ
、
東
南
ア
ジ

ア
各
国
な
ど
へ
運
航
。
小
松
か
ら
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
へ
の
ロ
ン
グ
ホ
ー
ル
I
T
C
も
実
現
し
て
い

ま
す
。

　
当
時
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
主
な
運
航
主
体
で

あ
る
日
本
航
空
も
全
日
空
も
、
整
備
基
地
は
成

田
空
港
や
羽
田
空
港
に
あ
る
た
た
め
、
機
体
の

整
備
を
行
っ
た
後
、
出
発
す
る
地
方
空
港
ま
で

機
材
を
運
航
し
、
到
着
後
に
再
び
整
備
基
地
の

あ
る
成
田
か
羽
田
に
戻
る
と
い
う
フ
ェ
リ
ー
運

航
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
須
藤
氏
は
、
「
キ
ャ
リ
ア
の
論
理
だ
け
で

な
く
、
地
元
か
ら
海
外
へ
出
か
け
ら
れ
る
と
い

う
利
用
者
の
利
便
性
と
市
場
開
発
の
可
能
性
を

優
先
し
た
」
と
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
I
T
C
の
初
期
に
お
け
る
活
発
な
動
き

も
、
第
2
次
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、

い
っ
た
ん
頓
挫
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
も
の
の
、

I
T
C
は
そ
の
後
の
地
方
発
国
際
線
や
チ
ャ
ー

タ
ー
需
要
の
創
出
な
ど
、
地
方
に
お
け
る
海
外

旅
行
市
場
の
開
発
に
向
け
た
布
石
と
し
て
、
一

定
の
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

③ハワイのホテルなどで、ケイキ・プログラムと呼ばれるものがあるが、その対象顧客はどれか？
　a　こどもb　ハネムーナー　c　50歳以上の熟年カップル　d　20歳以上の女性

1970 年代初めの海外旅行市場の爆発的な増加をもたらしたボーイング 747型機（写真提供：日本航空）

海外旅行を楽しむ 1970 年代当時の昂揚感が伝わってきます（農業研
修視察で訪れたローマのレストランで）。写真は当時、日本通運に所属
し、ルックや視察旅行の添乗を担当されていた原好正氏（現・㈱ジャッ
ツ 東京ツアコンセンター所属）にご提供いただきました。


